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福島第一原子力発電所 土壌中のＰｕ測定結果 

 

１．測定結果 

(単位:Bq/kg・乾土) 

採取場所 採取時間 Pu-238 Pu-239,Pu-240 

①グラウンド付近 3 月 21 日 13:30 頃 (5.4±0.62)×10-1 (2.7±0.42)×10-1 

②１・２号排気筒から

約 1km 

3 月 22 日 7:00 頃 N.D. (2.6±0.58)×10-1 

③１・２号排気筒から

約 0.75km 

3 月 22 日 7:10 頃 N.D. 1.2±0.12 

④１・２号排気筒から

約 0.5km 

3 月 22 日 7:18 頃 N.D. 1.2±0.11 

⑤固体廃棄物貯蔵

庫前 

3 月 22 日 7:45 頃 (1.8±0.33)×10-1 (1.9±0.34)×10-1 

国内の土壌※ N.D.～1.5×10-1 N.D.～4.5 

※ ：文部科学省「環境放射線データベース」昭和 53 年～平成 20 年 

 

２．評価 

検出された Pu-238 と Pu-239,240 の濃度は、過去の大気圏内核実験において国内で

観測されたフォールアウトと同様なレベルである。しかし、グラウンド付近及び固体廃棄

物貯蔵庫前地点において検出された Pu-238 は Pu-239,240 に対する放射能比（Pu-23

８/Pu-239,240)がそれぞれ 2.0, 0.94 であり、過去の大気圏内核実験の影響として示さ

れている放射能比０．０２６を超えていることから、今回の事故に由来する可能性が考え

られる。 

 

以上 


